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「バイオマス」って何！
　「バイオマス」は動植物から生まれた再生
可能な資源で、家畜排せつ物、廃食用油、稲
わらなどがあります。

●家畜排せつ物
●厨芥類（生ごみ等）
●廃食用油
●製材残材、
　建築発生木材
●汚泥（下水，し尿） 等

●稲わら、もみがら
●規格外野菜（ばれい
　しょ等）
●林地残材 等

●糖質資源（さとうき
　び等）
●でんぷん質資源
　（米、とうもろこし等）
●油脂資源（なたね、
　ひまわり等） 等

廃棄物系バイオマス 未利用バイオマス 資源作物

賦存量の内訳（炭素換算量）

家畜排せつ物
60.0％

廃菌床 5.0％

廃食用油 1.0％

その他紙ごみ 5.7％

建設発生木材 2.3％

汚泥（下水・し尿）0.3％

稲わら 7.5％

もみ殻 1.2％

麦わら、小麦糖、豆がら 0.1％

葉たばこ残幹 3.9％
ばれいしょ茎葉 5.5％

規格外野菜（ばれいしょ）0.6％

バ
イ
オ
マ
ス
っ
て
何
？

　「
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の

有
機
性
資
源
で
、
化
石
資
源
を

除
い
た
も
の
」
を
言
い
ま
す
。

　

大
き
く
次
の
３
つ
に
大
別
さ

れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、
こ
れ
ら

の
共
通
点
、
お
わ
か
り
で
す

か
？
こ
れ
ら
は
、
資
源
作
物
を

除
き
、
全
て
こ
れ
ま
で
「
や
っ

か
い
も
の
」
と
言
わ
れ
て
い
た

も
の
ば
か
り
。

　

そ
う
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、

言
い
か
え
れ
ば
、「
か
つ
て
処

分
に
困
っ
て
い
た
も
の
」
そ
し

て
「
明
日
を
開
く
資
源
」
な
の

で
す
。

豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス

　

で
は
、ど
れ
ほ
ど
の
「
資
源
」

が
市
内
に
は
眠
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
量
は
、

湿
潤
量
（
水
分
を
含
ん
だ
状
態

の
重
量
）
で
、
年
間
３
６
６
，

４
７
９
．
６
ト
ン
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
南
島
原
市
は
、
畜

産
業
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、「
家

畜
排
せ
つ
物
」
が
全
体
の
60
．

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
農
林
業
を
中
心
と
し
た
、

多
種
多
様
な
バ
イ
オ
マ
ス
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
再
利
用
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
を
策
定
し
、
利
用

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
、
畜
産
業

者
に
よ
る
「
家
畜
排
せ
つ
物
」
の
堆

肥
化
等
の
継
続
・
拡
大
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
、
こ

れ
ま
で
、
利
用
の
低
か
っ
た
稲
わ
ら
、

葉
た
ば
こ
残
幹
、
ば
れ
い
し
ょ
茎
葉

な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
堆
肥
の
原
料

と
し
て
用
い
、
耕
種
農
家
が
求
め
る

高
品
質
で
安
定
し
た
堆
肥
、
液
肥
の

製
造
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
耕
種
農
家
（
野
菜
農
家
な

ど
）
は
、
化
学
肥
料
で
は
な
く
市
内

で
製
造
さ
れ
た
堆
肥
、
液
肥
を
多
く

使
用
す
る
こ
と
で
、
安
全
安
心
な
農

産
物
の
生
産
に
努
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

一
般
家
庭
や
事
業
者
な
ど
か
ら
廃

食
用
油
を
回
収
し
、Ｂ
Ｄ
Ｆ※

化
し

た
も
の
を
新
た
に
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
取
り
組
み
で
す
。
廃
食
用
油
を

そ
の
ま
ま
排
水
と
し
て
流
す
と
、
環

境
に
著
し
く
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

「
流
さ
ず
集
め
る
」。
簡
単
に
で
き
る

上
に
、
環
境
改
善
の
効
果
も
高
い
こ

の
取
り
組
み
に
、
皆
さ
ん
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※

「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」と
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（B

io D
iesel Fuel

）

の
略
で
、
油
糧
作
物（
な
た
ね
、
ひ

ま
わ
り
な
ど
）
か
ら
採
れ
る
油
脂

や
廃
食
用
油
を
原
料
と
し
て
製
造

す
る
軽
油
代
替
燃
料
の
こ
と
で
す
。

　

　
「
製
材
残
材
」の
う
ち
、端
材
、背
板
、

お
が
く
ず
、
の
こ
く
ず
は
、
家
畜
の

「
敷
料
」
や
「
燃
料
」
と
し
て
の
利

活
用
が
す
で
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
樹
皮
類
の
飼

料
化
、
チ
ッ
プ
化
、
燃
料
化
す
る
な

ど
製
材
残
材
全
量
の
利
活
用
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
林
地
の
置
き
残
さ
れ
た
間

伐
材
な
ど
を
搬
出
し
、
建
材
、
集
成

材
等
の
素
材
と
し
て
利
用
。
素
材
と

し
て
利
活
用
で
き
な
い
も
の
は
、
チ

ッ
プ
化
、
燃
料
化
し
、
無
駄
の
出
な

い
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
脱
水
・
焼
却
処
理
し
て
い

る
し
尿
処
理
施
設
の
汚
泥
と
、
今
後

予
想
さ
れ
る
下
水
処
理
施
設
の
汚
泥

を
「
土
木
・
建
設
資
材
」、「
肥
料
」

に
変
換
し
、
公
共
事
業
な
ど
の
資
材
、

公
園
の
樹
木
、
街
路
樹
な
ど
の
肥
料

へ
の
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
資
材

と
し
て
の
効
果
だ
け
で
な
く
、
焼
却

処
理
に
使
わ
れ
て
い
た
化
石
燃
料

（
重
油
な
ど
）
の
消
費
削
減
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

規
格
が
合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で

市
場
に
出
荷
で
き
な
い
規
格
外
野
菜

を
原
料
と
し
て
飼
料
化
し
、
畜
産
業

者
に
供
給
す
る
取
り
組
み
で
す
。
畜

産
業
者
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
堆
肥

化
、
液
肥
化
し
、
耕
種
農
家
に
供
給

す
る
た
め
、
耕
種
農
家
と
畜
産
業
者

の
両
者
と
も
「
ご
み
を
出
さ
ず
に
資

源
を
得
る
」
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

高
品
質
堆
肥
の
製
造
と
流
通

ル
ー
ト
の
拡
大

汚
泥
（
下
水
・
し
尿
）
の

有
効
利
用

廃
食
用
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用

規
格
外
野
菜
の
飼
料
化

特集特集 かつての「廃棄物」は明日の資源
ー バイオマスタウン構想を知る ー

　
進
む
地
球
温
暖
化
や
ご
み
問
題
。

　
21
世
紀
に
な
っ
て
10
年
以
上
経

過
し
た
今
で
も
、
そ
れ
ら
を
解
決

す
る
決
定
的
な
切
り
札
は
登
場
し

て
い
ま
せ
ん
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
一
番

効
果
が
高
い
よ
う
で
す
。

　
そ
の
「
努
力
の
方
法
」
の
一
つ

が
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用
」

で
す
。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

言
葉
で
す
。
今
月
は
こ
の
「
バ
イ

オ
マ
ス
」
と
そ
れ
ら
を
有
効
に
利

用
し
て
い
く
取
り
組
み
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
に
つ
い
て
特

集
し
ま
す
。

かつての「廃棄物」は
明日の資源

ー バイオマスタウン構想を知る ー

具体的な取り組みバイオマス利用の

ここでは、バイオマスタウン構想の取り組みを紹介します。

整備された家畜排出物の堆肥化施設（西有家町）。発酵
熟成された高品質の堆肥は、市内外に出荷されるなど
需要も高い。

廃油（植物油）からバイオ燃料を製造するＢＤＦ製造施設
（社会福祉法人 ほかにわ共和国）。施設の車両の燃料とし
て利用している。

農業用ハウス加温チップボイラー（南有馬町）。建築廃材
からできたチップを使う。

特 集


